
を横に伸ばして「鳥」っぽくする字体の出現は南北朝期から。
当用漢字の字体は手書きでは江戸期から使われている。
【冠】「元」の最終画が右に伸びて「にょう」のようになるの
は唐代に入る頃から。南北朝期までは「元」の最終画は短く
はねていた。それが「礻」に間違われ、さらに「衤」に誤っ

た字体がある。日本上代には「寸」を「刂」とする字体があ
るが、江戸期の版本には見えない。
【冥】2011年に人名用漢字から常用漢字に出世した字。隷書
の時代に「冖」の他に「穴」が出現。南北朝期に「宀」が出
現。説文篆文に倣えば「冖」が正字体。

【冗】多くの場合、漢和字典では「冖」の部に掲載されている
が、書道字典では「宀」の部に「宂」の字体で掲載されてい
る。説文篆文に従えば「宂」になるはず。五経文字には「宀」
の部に「宂」の字体のみ掲載され、しかも「穴」との違いに
ついて説明されている。康煕字典には「冖」の部に「冗」が

あり、「宂と同じ」とある。「宀」の部にも「宂」があるが、
そこには「冗」についての記述はない。漱石は「宂」と「冗」
の両方を書いている。畏るべし漱石。
【写】本来は「宀」の字らしい。「冖」としたり、「臼」を「旧」
としたり、「旧」の「日」を「目」としたり、「目」の最終画

冒

冗
宂

写
冩

寫

冠

冥

ボウ
おかす
おおう

ジョウ

シャ
うつす
うつる

カン
かんむり

メイ
ミョウ

常①

常①

教3常①

②

②

常①

新①

粘葉本朗詠

江州司馬廳記

粘葉本朗詠

近衛本朗詠

元暦萬葉①

関戸本朗詠

節用

開化一寸用文

絵本花葛蘿

農家用文章大全

節用

庭訓往来

節用

冂7

古文

冖2

宀2

宀12

冖7

冖8

明治の漢字

陸軍

明治の漢字

陸軍

陸軍

漢字整理案

×

○ 干禄〈俗〉

江戸五経〈訛〉

江戸干禄〈俗〉

干禄〈俗〉

冒
現代中国

冗
現代中国

写
現代中国

冠
現代中国

冥
現代中国

甲骨

甲骨

金文

金文 包山楚簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

石鼓文

里耶秦簡

包山楚簡

馬王堆

馬王堆

説文篆文

説文古文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

新居延漢簡

敦煌漢簡

新居延漢簡

武威漢簡

居延漢簡

馬王堆

馬王堆

譙敏碑

石門頌

張景造土牛碑

西嶽崋山廟碑

石門頌

熹平石経

智永千字文

王献之

智永千字文

黄庭経

王献之

智永千字文

于纂墓誌

鞠彦雲墓誌

弔比干墓文

仏説歓普賢経

敬史君碑

元珍墓誌

劉碑造像記

元継墓誌 暉福寺碑

李超墓誌元詮墓誌

斉郡王元祐
造像記

弔比干墓文

叔父墓誌

道因法師碑

鄭羲下碑

九成宮

孔子廟堂碑（覆）

道因法師碑

五経文字

五経文字

干禄字書

五経文字

江戸干禄

干禄字書

伝空海

王勃詩序

杜家立成

杜家立成

琱玉集

琱玉集

王勃詩序

王勃詩序

68 69

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【冂】冒
7
【冖】冗

2
写

3
冠

7
冥

8

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【凄】2011年に人名用漢字から常用漢字になった。サンズイ
の「淒」と異体字。説文にはサンズイの「淒」が載っている。
五経文字もサンズイの「淒」を摂っている。日本ではニスイ
の「凄」。現代中国もニスイの「凄」を摂っている。

【冨】干禄字書では〈俗〉となっている。正字は「富」。漢代
は「穴カンムリ」とする字体があった。
【冴】使用例がみつからない。書道字典に親字さえない。漢
和字典には「冱」の異体字とある。
【冶】2011年に人名用漢字から常用漢字に変更になった。

【冷】干禄字書と五経文字の字体は点の位置が異なる。拓本
の江戸版本と五経文字は最終画が異なる。
【准】「准」は説文所無。篆書には「準」を用いる。干禄字書
では「準」を〈正〉、「准」を〈通〉としている。江戸期には
サンズイに作ることも多い。

冨
富

冬

冴
冶
冷

准

準

凄
淒

フ
フウ
とみ
とむ

フ
フウ
とみ
とむ

トウ
ふゆ

コ
ゴ
さえ
さえる

ヤ
いる
とける
なまめかしい

レイ
さます・さめ
る・つめたい・
ひえる・ひや・
ひやかす・ひ
やす・すずし
い

ジュン
なぞらえる

ジュン
なぞらえる
のり
ひとしい

セイ
すごむ
さむい
すごい
すさまじい

人①

教5常①

教2常①

人①

新①

教4常①

常①

教5常①

新①

粘葉本朗詠

墨流本朗詠

藤原定家
熊野御幸記

関戸本朗詠

粘葉本朗詠

元暦萬葉⑱

後花園天皇

日本永代蔵

心学心得艸

節用

再板農業全書

節用

節用

算法地方大成

人道俗説弁義

冖9

宀9

冫3 康煕古文

古文

冫5

冫5

冫8

水10

冫8

氵8

弘道軒

不折俳画 明治の漢字

國定教科書

明治の漢字

○

×

江戸干禄〈俗〉

江戸五経

干禄〈通〉

富
現代中国

富
現代中国

冬
現代中国

冴
現代中国

冶
現代中国

冷
現代中国

准
現代中国

凄
現代中国

金文

甲骨文

侯馬盟書

睡虎地秦簡

侯馬盟書

金文

金文

睡虎地秦簡

戦国・金文

睡虎地秦簡

説文古文子弾庫楚帛

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

馬王堆

馬王堆

馬王堆

三老諱字忌日記

霊臺碑

熹平石経

熹平石経

熹平石経

開通褒斜道刻石

桐柏廟碑

前秦・広武
将軍碑陰

智永千字文

淳化閣帖

淳化閣帖

智永千字文

興福寺断碑

何如帖

高貞碑

元暉墓誌

于纂墓誌

大般涅槃経38

張猛龍碑

唐雲墓誌

元誘妻馮氏
墓誌

管蔡世家残巻

孟法師碑

孟法師碑

泉男生墓誌

温彦博碑

李媛華墓誌

九成宮

干禄字書

五経文字

干禄字書

五経文字

干禄字書

江戸五経

法華義疏

大聖武

大聖武

王勃詩序

王勃詩序

王勃詩序

杜家立成

聾瞽指歸

70 71

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【冖】冨
9
【冫】冬

3
冴

5
冶

5
冷

5
准

8
凄

8

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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い。金文にも「処」と思われる字体がある。金文の「処」の
左側は「人」だろう。「処」「處」それぞれに正字体と通用体
がある。馬王堆の字体が「処」の通用体。五経文字で〈俗〉
としている字体が「處」の通用体。漱石は「処」「處」両方の
字体を使うが、「処」の使用は「ところ」と訓読みする場合の

1度だけ。音読み及び熟語での使用は「處」を使う。【凍】説文篆文は「冫」だが漢代の武威漢簡、北魏の唐雲墓
誌は「氵」に従っており、干禄字書も「氵」を〈正〉とし、
「冫」を〈俗〉とする。九経字様では説文篆文に従って「冫」
の字体を載せている。我が国では「冫」に従った字体が標準。
【凌】通用体では旁を「麦」とすることが多く、文部省の漢字

整理案でもこの字体が検討されたことがあった。偏を、誤っ
て「氵」にすることがあるが、「凌」と「淩」は別字。
【凝】もと「冰」の俗体だという。
【処】説文では「処」を親字として掲げ、「處」を或体（異体
字）としている。説文に従えば「処」は「處」の略字ではな

人①

凋

凍

凌

凝
凡

処
處

凧

チョウ
しぼむ

トウ
こおる
こごえる

リョウ
しのぐ

ギョウ
こらす
こる

ボン
ハン
およそ
すべて

ショ
おく
おる
ところ

たこ

①

常①

人①

常①

常①

教6常① 元暦萬葉①

墨流本朗詠

墨流本朗詠 書札節用文章

節用

節用

几1

几3

虍5

教科書

漢字要覧

教科書

陸軍

陸軍

干禄〈俗〉

江戸五経〈訛〉

五経〈俗〉

凡
現代中国

处
現代中国

国字

甲骨

金文

金文

散氏盤

石鼓文

睡虎地秦簡

郭店楚簡

銀雀山竹簡

古璽

古璽

古璽

説文篆文

説文篆文

説文或体

馬王堆 居延漢簡

馬王堆

馬王堆

馬王堆

馬王堆

史晨後碑

史晨後碑

曹全碑

閣頌抄

尹宙碑

書譜

十七帖

集字聖教序

集字聖教序

鄭羲下碑

天柱山銘 魏霊蔵造像

中岳崇高霊廟碑

水牛山般若経碑

弔比干墓文

爨宝子碑

破邪論序

雁塔聖教序

干禄字書

五経文字

江戸干禄

江戸五経

法華義疏

王勃詩序

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

開化一寸用文

節用

節用

農家用文章大全

再板農業全書元暦萬葉④

冫8

冫8

冫8

冫14

陸軍

五経文字

干禄〈俗〉

凋
現代中国

冻
現代中国

凌
現代中国

凝
現代中国

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

武威漢簡

張表碑

書譜

十七帖

東方朔画賛

集字聖教序

唐雲墓誌

高慶碑
北魏・

諮議元弼墓誌

道因法師碑

泉男生墓誌

孔子廟堂碑

干禄字書

江戸五経

干禄字書

九経字様

干禄字書

五経文字

性霊集

趙志集

杜家立成

聖武天皇雑集五経文字

72 73

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【冫】凋
8
凍

8
凌

8
凝
14
凡

1
処

3
凧

3

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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第三版に「宋人」の書として1例掲載されているが、出典が
確定できないので本書には載せなかった。

【凱】一部の書道字典には「本は豈」「豈の俗字」などの記述
がある。
【凹】ほとんどの書道字典には不掲載だが、唯一『五體字類』
第三版に「懐素」が掲載されている。
【出】「山」が2つと解する字体は南北朝期に出現するが、こ

の字体は九経字様では「訛」としている。『陸軍幼年学校用字
便覧』では「山」の下に「々」を配する字体が掲載されてい
るが、実際の使用例は未見。「山」の下に点を2つ書く例は近
世の文書に使用例がある。
【凸】ほとんどの書道字典には不掲載だが、唯一『五體字類』

常①

凪
凰
凱

豈

愷

凶
凹
出

凸

なぎ
なぐ

オウ

ガイ

ガイ
キ
あに

ガイ
たのしむ
やすい
やわらぐ

キョウ
わるい

オウ
くぼみ
くぼむ

シュツ
スイ
だす
でる

トツ

人①

人②

人①

②

③

常①

常①

教1常①

藤原忠親

元暦萬葉②

藤原行成

節用

節用

凵2

凵3

凵3

凵3

陸軍

陸軍

江戸干禄〈通〉

唐 懐素

江戸九経〈訛〉

凶
現代中国

凹
現代中国

出
現代中国

凸
現代中国

甲骨

甲骨

大克鼎

楚帛

侯馬盟書 子弾庫楚帛

包山楚簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

石鼓文

説文篆文

説文篆文

馬王堆

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

熹平石経

西狭頌

曹全碑

禮器碑

十七帖

王献之

集字聖教序

爨龍顔碑

張猛龍碑

皇甫鱗墓誌

等慈寺碑

九成宮

九成宮

雁塔聖教序

江戸干禄

干禄・序

九経字様

性霊集

王勃詩序

粘葉本朗詠

節用

謹身往来

几9

几10

豆3

心10

国字

凰
現代中国

凯
現代中国

岂
現代中国

恺
現代中国

古璽

信陽楚簡

説文篆文

説文篆文 元暉墓誌

禮器碑陰

北海相景君碑

張遷碑

淳化閣帖

淳化閣帖

蘭亭叙

敬史君碑

乞伏宝墓誌

敬志君碑

天柱山銘

崔敬邕墓誌

泉男生墓誌

孔子廟堂碑

皇甫誕碑

江戸干禄

干禄・序

王勃詩序

王勃詩序

74 75

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【几】凪
4
凰

9
凱
10
凶

2
凹

3
出

3
凸

3

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【函】説文篆文には2種の字体がある。1つは「マ＋囗＋￥」、
もう1つは「肉＋今」の字体。「マ＋囗＋￥」と「函」は字体
が一致しない。白川静説では「マ＋囗＋￥」と「函」は元々
は別字で、発音が同じために混用されたとする。「肉＋今」の
字体は馬王堆にある。日本の人名用漢字の字体は康煕字典に

由来し、現代中国の字体は唐代の楷書に由来するようだ。
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